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田中 和哉
東京理科大学理学部、東京大学院工学系研究科 (修士課程)を修了後、シ
ティバンクにて商業・投資銀行業務に従事。その後、同大学院  博士課程
に進学および研究員として、人工知能、産官学連携、大学政策などの研
究活動に取り組む。現在、東京大学のほか慶應義塾大学 SFC研究所、政
策研究大学院大学  政策研究院および (財)大学IR総研にて研究職など。
同時に、STeLAや複数のTEDxなどのコミュニティ創設・運営、いくつかの コ
ワーキングスペースのディレクターも務める。

人工知能 / 大学経営・政策   研究者

>>> https://kazuyatanaka.com/
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30年後の社会

を考えるために、過去の平成30年を振り返る。

この平成30年の産業は、
どう変わって行ったのか？
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平成30年で何が起きたのか

・日本企業の後退

平成元年：50位以内の各国比較

日本32社、アメリカ15社、イギリス3社

平成30年：50位以内の各国比較

アメリカ31社、中国7社、イギリス2社
スイス2社、フランス2社、日本1社
韓国1社、香港1社、台湾1社、ベルギー1社

出典：2018/8 週刊ダイヤモンド・オンライン8



9 出典：2017/11 週刊ダイヤモンド・オンライン



平成30年で何が起きたのか

・日本企業も頑張っていないわけではない

10 出典：2018/8 週刊ダイヤモンド・オンライン



平成30年で何が起きたのか

・日本企業も頑張っていないわけではない

→時価総額自体は上がっている

・他国のビジネス推進（攻め方）が凄い

・今から追いつけるのか？

→相当厳しい？

・追いつかなくても生きてはいける？

→それはどういう未来なのか？

11 出典：2018/8 週刊ダイヤモンド・オンライン



平成30年で何が起きたのか

・他にこの図から読める重要な事...

・知識・技術系企業の台頭

GAFA … Google, Apple, Facebook, Amazon
(グーグル、アップル、フェイスブック、アマゾン)

BAT … Baidu, Alibaba, Tenscent
(バイドゥ、アリババ、テンセント)

→彼らの利益の源泉は

「知識」「人材」「システム」

12 出典：2018/8 週刊ダイヤモンド・オンライン



30年後の社会

を考えるために、過去の平成30年を振り返る。

この平成30年の知識(研究)は、
どう変わって行ったのか？
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人工知能がどう生活を変えていくのか？

「AIの発達により我々の生活・産業がどのように変わるのか」by 
東京大学 松尾 豊

厚生労働省 第４回雇用政策研究会 平成30年7月20日（金）

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000210045_00002.html
>>> https://www.mhlw.go.jp/content/11601000/000341222.pdf
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https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000210045_00002.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11601000/000341222.pdf


人工知能は実際どれぐらい儲かるのか？

・非常に価格流動的

・参考価格（※東京の上場企業の価格かつ年で非常に変わ

ることに留意）

いちばんやさしい機械学習プロジェクトの教本 人気講師が教

える仕事に AI を導入する方法 (「いちばんやさしい教本」シ

リーズ)
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16 出典: いちばんやさしい機械学習プロジェクトの教本  人気講師が教える仕事に  AI を導入する方法



事業課題 = 社会課題

受託ビジネスは諸刃の剣

練習や経験にはなるが、サービスを作るのはむしろ遠のく

東京の大企業は課題を持っていない

むしろ課題があるのは地方

国際的にもSDGs > STI for SDGs

重要な基礎力はコーディングもあるが英語と数学
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出典: https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20180913/siryo3.pdf
CSTI提出されたMEXT資料(2018/09/13)

今、日本の知識社会基盤で何が起きているのか？

※大学法人化はH16(2004)
基本的に横ばい

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20180913/siryo3.pdf
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出典: https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20180913/siryo3.pdf
CSTI提出されたMEXT資料(2018/09/13)

今、日本の知識社会基盤で何が起きているのか？

予算と論文、ST比は
2000年あたりから横ばい

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20180913/siryo3.pdf


21 出典: NISTEP  科学研究のベンチマーキング  2017

今、日本の知識社会基盤で何が起きているのか？

赤矢印の
始点: 2003-2005年の日本
先端: 2013-2015年の日本



22 出典: NISTEP 調査資料No.204  科学研究のベンチマーキング 2011

今、日本の知識社会基盤で何が起きているのか？

中国の台頭で他の国の参画割合は低
下している。
→日本はその中でも低下の傾きが大
きい

論文は横ばいであることを考えると、
日本の論文生産力は絶対的低下とい
うより国際的に「相対的低下」が起きて
いる



23

今、日本の知識社会基盤で何が起きているのか？

「相対的低下」をどうするか
→現状維持の横ばいを守っても相
対的には低下する
→攻めと守りの議論両方が必要
→今日は「攻め」の議論をしたい
→マクロにみては「攻め」れていない
事は明白
→ミクロに『実例』を紹介し、多様な
試行錯誤をできる種を持って帰って
ほしい

出典: https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20180913/siryo3.pdf
CSTI提出されたMEXT資料(2018/09/13)

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20180913/siryo3.pdf


30年後の社会

を考えるための、今積み重ねている事例の紹介
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「1論文当たりの運営費も 5大学より高く、研究費の

配分見直しなどを求めた。」

2019年6月27日付沖縄タイムス



科学技術と社会のこれから（夢）

社会：科学技術を中心とした企業が台頭。
しかし、どの科学技術をどう使えばいいか不明。

技術：タコツボ化など不透明性が増えている。
社会（現場）のニーズがわからない。

現場の科学技術理解

（知識・情報）
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科学者・技術者の現場

理解（工場見学など）

現場ニーズを持っている点では、日本(特に地方)は有利
財政赤字、高齢化、少子化、災害、エネルギー、農業、食品加工、建設・土木、教育、福祉、、 etc.　

現場の人こそ
いち早く情報を

知識ある人に
現場を



学術知識の爆発的増加（ナノカーボンの例）

1991年
カーボンナノチューブ発

見

1994年
フラーレン発見

2004年
グラフェン発見

2010年
グラフェンノーベル賞受賞

（備考）Web of Scienceを用いた計算27

人間が得られる知識の
量はほぼ一定
→タコツボ化は構造問
題



研究者も研究分野がわからない

・他の例：DNA - ワトソン・クリックの時代と現在

→ 研究者も今後を見通せない

・起きることは２つ

・アカデミック（学術）のムラで良いとされている方向にとりあえず向かう

・社会のニーズと技術を繋げたい (こちらをどう増やすか！)

・今後の先端技術、例えば人工知能(AI)も現実のセンサーと繋がる(IoT)、方向にどんど

ん進展していく 
→ 社会課題を解決する為のリアルx人工知能(AI)など産官学での異分野融合が重要
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社会課題を解決 x 産官学での異分野融合

29

リアル
x

人工知能(AI)

社会的にも研究的にも重要な成果



30 出典：https://project.nikkeibp.co.jp/atclmono/vision/060500031/

https://project.nikkeibp.co.jp/atclmono/vision/060500031/
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高齢社会の課題とロボット技術のつながり

（出典）Vitavin Ittipanuvate, Yuya kajikawa, Ichiro Sakata et al.,　Journal of Engineering and 
Technology Management vol.32 (2014), pp.160-184     33



34



35

産官学民での研究 = トランス・ディシプリナリー研究

政策研究大学院大学 政策研究院 科学技術政策研究プロジェクト

(JST RISTEX「将来を展望した社会的問題とその解決のための科学技術政策の同定」)

・攻めの人材育成を主眼；イノベーション人材&行政人材（一部、教育人材も）

研究人材（研究によってあたらしい知識を生み出し、それを社会の発展に役立てる人材）

イノベーション人材（科学技術を基盤としてイノベーションや社会課題解決に取り組む人材）

行政人材（科学技術を基盤として行政など、社会システムのマネージメントに従事する人材）

・人文社会科学を含めたマルチステークホルダーの協業

トランス・ディシプリナリー研究を超えて研究以外も含めた協業の仕方を考える

経済的成長も含めた社会ニーズに対応した科学技術(e.g. STI for SDGs)
社会問題に合わせた資金調達（SRI / ESG投資）

>研究・イノベーション学会で発表



36 (財)大学IR総研より提供

本年度も8月末迄
募集期間
(websiteより)



37 出典：(財)大学IR総研website

良くも悪くも大学ラ
ンキングなどで大
学が比べられる

↓
より本質的な改革
をできる外圧とす
べく提言

結果(？)
理解促進
SDGsのランキン
グなど
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TEDx University = 大学の新しい形でのアイデア作り

TEDxUTokyo (東京大学 安田講堂) TEDxOIST (OIST 講堂)
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100人の科学コミュニケータ―大交流会

科学コミュニケーターがどうなっていけばイノ
ベーション創出ができるのか？

出典：https://note.mu/tetsurohiei/n/nf3988ca7eb84

https://note.mu/tetsurohiei/n/nf3988ca7eb84
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43 出典: AINOW https://ainow.ai/2019/07/04/173124/

https://ainow.ai/2019/07/04/173124/
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人生で複数回学ぶ機会の場づくり

リンダ・グラットンとテレビ対談のほか
オンライン教育の機会なども含めていくつか
政策提言を実施（慶應義塾大学SFC研究所 / 政策シンクネットとして）

出典: 東洋経済オンライン・東洋経済新聞社



48 提供: Space Bambi
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「駒場って、平日夕方とか休日に大学閉まっ

ちゃうし、そもそも色々学んで活動する場所

がない！」  
「真剣に勉強して議論する、そんな場所が少

ない！」 
「社会人も渋谷付近にミーティングできる場

所がない！」  

そんな想いから、駒場東大前駅  徒歩3分の

ところに一軒家を借りた、  

『真剣に学ぶ、コマバのノマドのためのコワー

キングスペース  "KOMAD"』 を作りました。

出典: http://komad.tokyo/

http://komad.tokyo/
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海外からも注目される「瀬戸内国際芸術祭」をテコに
観光型モビリティサービスの拡充を狙う

NY Timesにアジア一位に選ばれた島々 東アジアの玄関口となる高松
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55 出典: 国土交通省「新モビリティサービス推進事業」



56 出典: 国土交通省「新モビリティサービス推進事業」
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多様性と試行錯誤の両立



なぜ試行錯誤(アジャイル)が必
要か
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社会のスピードが増してきた

・知識の競争はグローバル

・さらには雇用の二極化 (機械との競争)
→ 中間層の雇用破壊（右図）

・しかも Winner takes all （勝者総取り）

→ トップじゃなくても、

「なんとかうまく生きていければいい」

が難しい

・スピードが増して来た！
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（出典）Hitachi IoT Platform Magazine
「人工知能の経済学」視点で考える第 4次産業革命
――雇用なき経済成長と認知アーキテクチャ



技術の普及速度

・電話だけ抽出

⓪電話なし

①固定電話

②携帯電話

③スマート・フォン

・普及の速度が速くなっている？
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技術の普及速度
① ②③

・電話だけ抽出

⓪電話なし

①固定電話

②携帯電話

③スマート・フォン

・普及の速度が速くなっている？
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技術の普及速度
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技術の普及速度が早くなる事を前提とした企業戦略
→ 試行錯誤(アジャイル)が必要

・人をつなぐ技術は早い vs 白物家電

（ラジオやテレビや携帯電話やコンピュータ vs 洗濯機や食洗機）

→ ネットワーク効果・ネットワーク外部性（顧客が増えれば増えるほど、ネットワークの価

値が高まり、顧客にとっての便益が増す。ネットワーク外部の第三者にも価値を高める）

・技術の普及が早くなった時のありがちな対応策

プロダクトサイクルの短期化（見映えを飽きさせたくないので直ぐ作り変える）

グローバル化・グローバリズム

地方と都市の画一化（ミニ東京、どこにでもあるアジアの都市）

→ある程度は仕方ないもののこれのみを続けると、

単なる横並びの地域になり魅力低下（日本国内でも世界でも）
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多様性と試行錯誤の両立
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